
防災行政無線 無料テレフォンサービス ℡ 0120-99-6907（通話料無料）

図書館つうしん問中央図書館　℡ 24‒1507

回
は
江
戸
時
代
の
家
相
学

の
本
『
家
相
図
解
』
を
紹

介
し
ま
す
。寛
政
10
年（
１
７
９
８
）

の
刊
行
で
、
現
代
で
い
う
住
宅
カ

タ
ロ
グ
で
す
。
瓦
会
地
区
の
お
宅

に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

家
相
学
と
は
、
土
地
の
形
や
家

の
間
取
り
か
ら
吉
凶
を
考
え
る
易
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江戸時代の
住宅カタログ

学
の
一
種
で
す
。
似
た
も
の
と
し

て
大
陸
由
来
の
風
水
思
想
が
あ
り

ま
す
が
、
家
相
学
は
風
水
思
想
を

基
礎
に
陰
陽
道
な
ど
を
混
ぜ
て
作

ら
れ
た
日
本
独
自
の
易
学
で
す
。 

内
容
を
見
て
み
る
と
、
写
真
の
よ

う
な
間
取
り
で
南
・
北
に
間
口
が

向
く
よ
う
に
作
る
と
病
気
な
ど
の

災
い
が
多
く
な
り
、
西
に
間
口
が

来
る
よ
う
に
す
る
と
繁
栄
の
相
に

な
る
そ
う
で
す
。
瓦
会
地
区
の
人
々

も
こ
れ
ら
を
参
考
に
家
づ
く
り
を

行
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

２
０
０
年
前
は
現
代
よ
り
も
占

い
や
神
仏
が
重
要
な
意
味
を
持

ち
、
病
気
や
災
害
を
避
け
る
に
は

そ
れ
ら
と
上
手
に
付
き
合
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
家
相
図
解
は
そ
の
よ
う
な
江

戸
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
方
を
教

え
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
す
。 

ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
、
少
し

昔
の
書
籍
や
日
用
品
に
関
す
る
展

示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
企
画

身
近
な
文
化
財

―
石
岡
市
寄
贈
資
料
展
―

期
間
／
10
月
４
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

休
館
日
／
月
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

掲載しているイベント・休館日等の情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて、中止または変更にな
る場合があります。最新の情報は、図書館ホームページにて掲載しています。

◆こども図書館本の森にも
少しずつ笑顔が！

新型コロナウイルス感染症対策として、制
限のある中での図書館利用をお願いしていま
したが、新しい生活様式を取り入れながら、
学習席やおはなしのへやの滞在が可能となり
ました。「本の森」には、こどもたちの元気
な姿が戻りつつあります。 

今後は、図書の消
毒機を設置するな
ど、感染症対策を
意識しながら、イ
ベントを再開して
いきます。

『家相図解　上・下』

歴史講座「日本仏教の歴史」
各宗派の成立と変遷について、真言宗智

山派文
も ん じ ゅ い ん

殊院住職である黒澤氏を講師に招き
理解を深めます。
日時：９月 12 日土　午後２時～４時
場所：中央図書館　読書室
講師：黒澤彰

しょうさい

哉氏
定員：50 人
申込方法：８月５日水から電話または図書

館カウンターで申し込み。
※感染症対策のため、通常定員の半分での

募集となります。

◆こども図書館　午前 10 時 30 分から
おはなし玉手箱　１日土
ひよこのおはなしかい　13 日木
むかしむかしのおはなし会　15 日土
◆中央公民館　午後２時 30 分から
おはなしフレンズ　８日土

 広報いしおか令和２年８月 1 日号　 №３５６ 　 ２２　　　　　　 広報いしおか令和２年８月 1 日号　 №３５６ 　 ２２　　　　　　

【８月の休館日】
３日月・10 日月・11 日火・17 日月・24 日月・
31 日月

８月のおはなし会
◆イベント広場でホッと一息♪
イベント広場駐車場に花壇があるのはご存じ
ですか？

この時期は、サルビアやマリーゴールドが
満開ですが、この
花を美しく保つた
めに、地域のボラ
ンティアのみなさ
んが活動してくだ
さっています。



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…
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新
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「
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」
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記
事
コ
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の
五
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東
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飼
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が
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投
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来
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大
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熱
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篠
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岡　
安
部　
正
一

三
歳
児
祝
い
袋
を
覗
く
孫

山　
崎　
鈴
木　
君
江

深
緑
の
滴
り
止
ま
ぬ
野
も
山
も

自
然
の
営
み
愛
で
つ
暮
れ
ゆ
く

山　
崎　
荒
井　
幸
子

不
条
理
な
拉
致
の
悲
し
み
癒
へ
ぬ
ま

ま
横
田
滋
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やさと読書会は、昭和 62 年、八郷地域
読書会「みちくさの会」「こもれびの会」「藤
壺の会」の連合から始まり、はや 32 周年
を迎えました。 

月１回原則第４水曜日午前中に中央公民
館に集まり、読んだ本の紹介や時の話題な
ど、愉しい会話に花を咲かせています。こ
の定例会の他、青空朗読会、文学散歩（日
帰りバス研修）、合同課題読書会など盛り
沢山です。 

機関誌「であい」の作品発表や、会員各
自が小学校に出向いて読みきかせ等々、脳

トレ、筋トレになりますので、是非ご一緒
にいかがですか？ 

８月は、26 日水午前９時 30 分から、中
央公民館２階会議室で活動予定です。

会員数：17 人　　年会費：2,000 円
問やさと読書会　会長　合田浩子

℡ 42-2240　FAX 42-3996（吉野）

第 23 回
やさと読書会 文化協会だより
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